
特発一l簡油‾  

太陽石油「製品とからめヘッジ」  

流動性拡大が利用へのカギ  

編集部   

原油が東京工業品取引所（東工取）に上場  

されれば、当然、利用を検討したいと思って  

います。その場合、どれほど利用するかは市  

場のリクイデイチイ（＝流動性）いかんにか  

ふ－って■、乏し考えていユ‾ナ  

■■一  

灯油で売りヘッジ、   

当社は見⊥収がガソリン、灯油を上場した  

ときから利用を考え、実際にも利用していま  

す。灯油は昨年夏場に冬の需要期に備えて買  

いました。もともと、冬は生産量以上に需要  

があり、その不足分をこれまで海外から輸入  

していましたが、「国内で調達できればそれに  

越したことはない」からです。   

また、冬場は夏に納会（最終決済日）を迎  

える灯油の先物を売りました。これで、夏場、  

灯油の一定部分の販売価格をフィックス（固  

定化）’できました。これをヘッジ（保険つな  

ぎ）というのならヘッジしたといえるでしょ  

う。   

石油製品の先物取引の利点は価格がフィッ  

クスできること、納会直前まで受け渡しする  

か差金決済（＝買った価格と売った価格の差  

によって生じた損得だけを決済すること）す  

るかを選択できることです。   

もし、灯油を渡そうと思えi溌慶すことがで  

き、渡すだけの灯油がなければ、差金決済す  

ればよいからで、経営上、多くのメリットが  

あります。  

東京工業品取引所の石油製品の電子取引   

原油についても、同じような観点から利用  

しようと考えています。すでに灯油・ガソリ  

ンが上場されているので、それとのからみで  

売買するつもりです。つまり、製品と原油の  

価格差などをみながら適時、売買することに  

なるでしょう。   

ただ、どれほど利用するかは実際に上場さ  

れ、取引が有効に機能しているかどうかを確  

認してからになるでしょう。ここで問題にな  

るのは「現物の授受が認められず差金決済し  

かできない」ことです。原油の受け渡しは現  

実問題としてなかなか難しく、やむを得ない  

面もありますが、差金決済だけだとリクイデ  
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